





























第 1 部 ケース・メソッド 
第 1 講 ｢情報窃盗」という概念と倫理性 
第 2 講 知的財産の侵害と救済 
第 3 講 従業員のモニタリングとプライバシー 
第 4 講 ｢自己情報コントロール権｣と個人情報 
第 5 講 ｢言論の自由」と情報仲介者の責任 
第 6 講 検索システムの利便と危険 
第 7 講 匿名と顕名，オープンとクローズ 
第 8 講 セキュリティのジレンマ 
第 9 講 ネット取引とヒューマン・エラー 
第 10 講 子どものインターネット・アクセス 
第 2 部 リテラシー・倫理・法 
第 1 章 現代 IT 社会の特質とリテラシー 
























社で作る米国出版社協会等は 2005 年 10 月，許可な
く書籍をデジタル化して配布するのは著作権侵害に
当たるとして Google 社を提訴したのである。補足


























































第 2 部では，IT 社会におけるリテラシー・倫理・
法のあるべき姿や役割について，著者の見解が展開
される。 
























































    （ごとう としゆき 青森中央短期大学；筑波大学
図書館情報メディア研究科博士後期課程，投稿） 
 
